
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BOAT TIMES の配信停止を希望される方は、お手数ですが FAX(077-598-2505) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp)で弊社まで

ご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。次号は 12/21 発行予定です。 

●お知らせ 
◇エルゴパーツリストをパーツショップに掲載しました 

Concept2 ローイングエルゴメーターのモデル毎のパーツリストを弊社 Web サイト上のパーツショップに掲載しております。 

パーツご注文の際、お手持ちのモデルに合ったリストをご参照下さい。URL → http://k-boat.co.jp/shop/free_9_27.html 

◇ワケあり商品ご紹介 

弊社パーツショップの中で、ワケあり特価品をご紹介しております。対象商品は長期在庫品や旧モデルなど、ご使用には支障のな

いものがほとんどです。現在、比較的高価なオール等も御座いますので、是非ホームページを覗いてみて下さい。 

URL → http://k-boat.co.jp/shop/108.html 

〒520-0357 大津市山百合の丘１０-１  TEL：077-598-8090 FAX：077-598-2505 
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●水上の安全について 
水上スポーツの安全の鉄則と言えば、まず「艇から離れるな」ですね？もちろん昔

からの重要なカギの一つですが、最新の安全講習ではむしろ「それだけではだ

め」と伝え、特に低体温症や泳力喪失の問題を重視しています。詳しくはぜひ日ボ

の安全方針に準拠した講習を受講してください。 

ところで、右図はロウイングの死亡事故件数・犠牲者数の推移です。９０年代まで

毎年のように遭難死亡事故がありましたが、２００２年以降この約１４年間は発生

していません（注：乗艇中の突然死は発生）。しかし、これも安全・安心が確立され

たと手放しに喜んではいられません。むしろ慢心、油断が忍び寄り、「いつ起きて

もおかしくない」と考え、安全対策を充実させるほうが得策です。 私たちボートを

作る立場としては、自分達が作り、お客様に買っていただいた艇がクルーの生命

を脅かす事態になることは、あってはならない事の一つと考えています。皆様もぜ

ひ今一度、ボートを含め、安全点検をよろしくお願いします。  【小沢】 

●カヌー系の修理も承っています 
このＦＡＸ通信はボート関係だけでなく、カヌー関係の団体様にも適宜配信させて頂いており

ます。それでも９割以上の記事がボート関係なので、カヌー関係の方にはいつもちょっと申し

訳ないなと気にかかっています。現在弊社では各種カヌーの補修・整備・改良なども承ってお

ります。ほとんどが他社艇のため、時にできる範囲が限られることもありますが、お客様とキ

ャッチボールしながらベストメンテを心がけています。先日、いくつかの大会で、弊社にて修

理させて頂いた艇を使って、優勝・入賞、選考通過した、とお客様からの連絡がありました。

「おめでとうございます」と思うと同時に、修理した側として「ほっとした！」という気持ち

も湧いてきます。リピートしていただけるお客様、お知り合いを紹介して下さるお客様が少し

ずつ増えていることを励みに、パドルスポーツ全般に貢献していきたく思います。 

●戸田出張メンテナンスを予定（１２月中～下旬） 
不定期で行っております戸田への出張メンテナンスを、１２月中～下旬で予定しております。レースシーズンも終わり、道具のメン

テナンスを行うには最適な時期です。大きな故障のある艇だけでなく、シーズン中につけてしまった軽い傷や、ブレードのすり減り

等、いつもならセルフメンテで済ませていたり放置してしまったりしている物も、この機会に是非プロにお任せ下さい！ 

ご要望や不明点等御座いましたら、お気軽に弊社までお問い合わせ下さい。 

●ボートのメンテ等講習のこと 
日増しに涼しくなってきました。冬季の恒例としてご好評頂いていた「メンテナンス講習会」ですが、工場移転、ユーザー様自身

の行った修理に対する安全責任へのメーカーとしての関わり方、生産・修理の工程調整など、いくつかの懸案事項で、休催とさせ

ていただいています。ありがたいことに、「それでも是非」というご依頼を頂く事もあります。代案として、地域・団体での指導

者講習会などのご依頼については、内容を協議致しました上で、ご協力できる場合があります。ちなみに、このオフシーズンにつ

いては３件のご依頼をお受けしています。ボートを「壊してしまってから治す」のではなく、「壊さないように使う」ためのノウ

ハウ、リギング、安全などをお伝えしていき、その中でユーザー様自身が行なうことが合理的であり、かつ安全な範囲での基礎的・

軽微な補修をお伝えします。お気軽にお問合せください。 ※担当：小沢哲史 t.ozawa@k-boat.co.jp  

写真：修理中のカヌー 
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